






























































A 幼稚園 20 年 9 月　B 幼稚園 0 月  C 幼稚
園  月　D 保育園 202 年 2 月　の各一日 2 ～
3 時間　






































































































































































































































































観察　Ｈ 24．5 ～Ｈ 24．7　毎週水・金の午前中
１．現状
①　観察幼稚園の取り組みの実際
年少組　
　保育者のキーボード演奏に合わせて、全員で
下記のリズム をカスタ
ネットで奏する。同じリズムパターンを繰り返
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す。演奏曲は、「ぞうさんのマスク」「大きな栗
の木の下で」など親しみやすい 8 小節程度の童
謡を選んでいる。
年中組　
　保育者のキーボード演奏に合わせて、
タンブリン　　⎫
Ａ 
鈴　　　　　　⎱Ｂ 
トライアングル⎭
鍵盤ハーモニカ　Ａ 
（根音をひく）　　Ｂ 
大太鼓　　　　
小太鼓　　　　
5 種類の打楽器と、鍵盤ハーモニカ（有音程楽
器）でアンサンブルを行い、A、B、2 種類の
リズムを楽器ごとに順に演奏したり、全体で演
奏したりする。また、タンブリンや鈴はトリ
ル（※２）をしながら、しゃがんだり、カスタ
ネットは足踏みをしたりと、動きもつける。演
奏曲は「手のひらを太陽に」「線路は続くよど
こまでも」など、24 小節の童謡で、年少組同様、
親しみやすい曲を選んでいる。
年長組　
　タンブリン、鈴、トライアングルに加え、カ
ウベルやギロ、ウッドブロックを加えた打楽器
と鍵盤ハーモニカ、マリンバ、シロフォン、グ
ロッケン、キーボードなどの有音程楽器との大
編成アンサンブルとなる。リズムやメロディは、
パートごとに異なり、0 種類の大譜表を使っ
た曲となる。演奏曲は「トルコ行進曲」「ミッキー
マウスマーチ」「スターウォーズのテーマ」など、
クラシックから映画音楽まで、幅広いジャンル
の中から選んでいる。
②　園児の様子と保育者の姿（指導法）
年少組　
　園児は、保育者の口で唱えたリズムを一斉に
打つ。保育者は、リズムを身近なものに当ては
めて、「バ・バ・バナナ」とうたう。保育者が
リズムを言葉に当てはめて打つことにより、園
児のリズムの理解が深まる。また、保育者がカ
ウントを示し、基本のテンポが揺るがないよう
に注意する。
　
年中組　
　園児は、年少組と同様、保育者の口で唱えた
リズムをパートごとに練習したり、全体で練習
したりする。保育者は正しくリズムを打つこと
が、他のパートとリズムが合うことに気付かせ
る。また、合図を的確に示し、指揮をする。大
きな段ボールや紙で楽器を作り、視覚的にとら
えさせる工夫も行う。
年長組　
　園児は、楽器の準備、片づけを自分たちで行
う。年少年中組と同様、保育者の口で唱えたリ
ズムをパートごとに覚える。保育者は絵譜を見
せ、リズムと絵譜を結びつけ、長い曲も演奏で
きるようにする。また、パターンが変わる時の
合図を１・２・３・４と指で示す。また、曲の
テンポが変わらないように、足踏みをしながら、
指揮をする。
２．考察
　現場の状況から、保育者が指導する打楽器
は、非常に多いことが分かる。そのため保育者
は、①打楽器取り扱いや特性を充分理解し、演
奏できる。②大編成の楽譜（スコア譜）を理解
し、編成やリズムの工夫ができること。③拍子
を数え、足踏みをしながら指揮、指導ができる
ことが求められる。このことから、前述の技能
を身に付けた、豊かな表現指導のできる保育者
をめざし育てる重要性を感じた。
　年少組で、規則的なカウントを取ることに十
分時間をかけ、体で感じ、表現し、リズム唱を
唱える力を付けることが、年中年長組でのアン
サンブルにつながることを感じた。
　多くの学生たちは、打楽器をクラスアンサン
ブルやブラスバンド部で体験してきている。し
かし、楽器の特性を十分理解できていなかった。
打楽器の特性や扱い方を理解させるため、様々
な楽器について詳しく説明したことで、正しい
持ち方や打ち方の方が、打ちやすいことや、リ
ズムを正確に打つことができ、その重要性を感
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じ取ることができた。
　また、日頃からピアノ譜や童謡の楽譜を読ん
でいる学生もスコアを読んだ経験のある学生が
少なかったため、小節番号を記入し、小節番号
をカウントさせながら演奏させた。これによっ
て、楽譜を正確に追いかけることができ、自分
のパートを途中で止まることなく演奏し、スコ
アの読み方や意味の理解につながった。
　次に、全休符の時はしゃがむという動作や足
踏みを加えることで、楽器同士の重なりやリズ
ムの組み立てを体感し、編成を理解することに
つながった。
　保育者が大編成の楽譜（スコア）を理解し、
編成やリズムの工夫ができ、拍子を数え、足踏
みをしながら指揮、指導ができるようにウッド
ブロック・鈴・タンブリン・カスタネット・ト
ライアングル・小太鼓・大太鼓・マリンバから
なる大編成の曲『4 歳児用アレンジベートーベ
ンの「トルコ行進曲」　』を扱った。
　スコアを読んだ経験のある学生が少ないため、
小節番号をカウントさせながら演奏することや、
動作を取り入れながらの指導を行った。
　
３．実践・指導方法のポイント
　保育者になる学生が打楽器の特性を理解する
ため、以下の楽器について詳しく説明する。
大太鼓　
・大きな楽器であり、曲の基礎となる低音部を
受け持つ重要なポジションである。楽器は薄
くて軽いものから、直径１ｍ以上のものまで
ある。楽器が大きくなれば、音も大きくなり、
よく響く。
・皮の中心を打てば、大太鼓らしい響きのよい
音が得られる。打ち終えると同時に、速やか
にマレットを振り上げる。
・音を消す時は、左手を裏皮に当てて止める。
カウントは曲全体の柱となるため、体格だけ
の人選とならないように考慮したい。
小太鼓
・響き線は、小太鼓の心臓にあたるもので、
「ザーザー」という音をさせて打つ。
・腕は楽に動かし、打つ瞬間のみ必要な力だけ
を入れる。スティックは 90°まで上げ、きれ
いな扇を描くように打つ。
・強弱の pp（ピアニッシモ）から p（ピアノ）
の場合は打面の向こう側の縁の近くを打ち、
f（フォルテ）の時はほぼ中心近くを打つ。
シンバル
・シンバルに付いている釣革を、手でひねり、
裏返しにし、人差し指を第 2 関節より折り曲
げ、親指を添えて、釣革を持つ。
・本体に指が触れないように打つ。
・シンバルは形が少し丸くなっているので、横
から真っ直ぐ合わせると、真空になってしま
い、本来の音が出ないので、すり合わせるよ
うに打ち、自分の体に押さえつけて音を止める。
トライアングル
・音が美しく澄んでいるので、静かな曲に合う
楽器である。
・左手の人差し指の付け根の部分に掛けて下げ
るように持ち、底辺の角から２～３㎝位離れ
たところを打つ。本体に手のひらや指が触れ
ていると音が響かなくなり、効果が半減する
ので、注意が必要。
・人差し指以外の指で、本体を握り、振動を止
めて、音を消す。
タンブリン（＝タンバリン）
・持つ時は、皮の上に親指を乗せ、他の 4 本の
指は、下から皮を押し上げるようにする。
・人差し指、中指、薬指の 3 本で中心近くを打
つと、張りのある美しい音が得られるが、pp
～ p で演奏する場合には、端の方の鈴が付い
ている木枠の近くで打った方が、リズムが安
定するばかりでなく、鈴に響き、音がよく出る。
・トリルは、手首の回転運動を使って行うが、
鈴が平均に振動するように心掛けて演奏する。
鈴
・楽器に付いている鈴が多い方が柔らかく美し
い音がする。
・持ったり置いたりする時に、大変神経を使い、
リズム通りに演奏するのも、大変難しい楽器
である。
・左手で持ち、右手の握りこぶしで左手の手首
を打つ。
カスタネット
・左手の人差し指。または中指を、ゴム紐の“輪”
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に差し入れ、手のひらに安定させる。
・右手は、ピアノを弾く時のように、指先を軽
く曲げ、手首に力が入りすぎないように打つ。
ウッドブロック
・日本式に言えば、木魚のことで、馬が歩く時
のポコポコという感じや、時計が時間を刻む
音などの擬音としても使われる。
・高い方と低い方を使って、カッコ　カッコと
打つ。
・打つスティックによって音色が変わるので、
小太鼓のスティックや、木琴用のマレットを
使うなどの工夫が必要である。
４．まとめ
　打楽器を使ってのアンサンブル指導において、
学んでおきたい内容が、幼稚園での観察調査と、
本学の学生の授業から浮かびあがってきた。
　まず、個々の打楽器の美しい響きは、奏法に
よるという点に気付き、個々の楽器の特性や扱
い方の大切さを認識させること。また、それぞ
れの楽器の特性を活かしたアンサンブルは音の
バランスがとても良く、自分の音や相手の音が
よく聴けるようにもなるということ。さらに、
アンサンブルにおいて楽器のコミュニケーショ
ンを体験することが重要であり、これは、互い
の人間関係を築くことにもつながる大切な要素
であるということに気付くこと、などである。
　二つ目に、スコア譜が読めることが大切であ
る。アンサンブル時にも、パート譜ではなくス
コア譜を用いた練習を行うことが効果的である
と感じた。
　三つ目に、指揮を体験する機会を多く持ちた
い。アンサンブルの指揮は多数の楽器のリズム
を記憶し的確にカウントを示さねばならない。
そのため、まず、人前で相手に分かるように的
確に指揮をする必要がある。声楽の授業などと
連携をして学生が人の前で指揮をする機会を確
保したい。
　本学には、カスタネット、トライアングル、鈴、
タンブリン、ウッドブロックと、マリンバだけ
でなく打楽器の種類も数も充実しており、一斉
に同楽器を演奏することもでき、アンサンブル
できる環境は整っている。上記の点に留意し、
今後のアンサンブル指導の授業を構築していき
たい。
おわりに
　今回は音楽表現分野のうち ｢音環境｣ と「器
楽アンサンブル」の 2 項目に絞って幼稚園・保
育園での観察調査を分析した。結果として、や
はり、現場で幼児と遊び、共に過ごして調査す
るのがベストであると深く感じた。現場での様
子はとても参考になった。
　今回の観察調査でわかったことは、「音環境」
について幼稚園・保育園という空間では、外部
からの騒音からしっかり守られており、幼児は
毎日の生活の中で限りなく不思議さや、面白さ、
優しさや美しさに心を動かすことができる環境
が確保されているということだった。町の中の
騒音も園の中までは入って来てはいない。しか
し、其々の園独自の園内の騒音は新たに発生し
ているものの、感性を育てる環境は整っている
と感じた。
　器楽アンサンブルのついては、幼児の発達を
考慮し、年少児では、安定したカウントがとれ
るようになるまで、安定して身体が動けるよう
になるまで充分時間をかけ、リズムパターンを
数種類の楽器を使って指導している事を知り安
心した。いつの間にか音楽とはご縁が無くなり、
大学での授業に四苦八苦している学生に出会う
たびに、幼少期に適切な音楽教育を受ける必要
を感じていた。今後、保育者となる学生にしっ
かり基礎力をつけて送り出し、どの園でも幼児
期に適切な音楽指導が受けられるようになるこ
とを切に願う思いである。
　今回は「音環境」「器楽アンサンブル」のみ
の観察調査であったが、他の分野も観察調査結
果の分析を予定している。
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（＊１）打楽器アンサンブルとは、小太鼓・中太鼓・
大太鼓・マリンバ・グロッケンなどの打楽器全
般を使った合奏。
（＊２）主要音とその 2 度上の音を素早く交互に演
奏するもの。ここでは、打楽器を細かく振る奏
法をさす。
＜参考文献＞
猪瀬雅治　打楽器のすべて
　　　　　　　　　株式会社ドレミ楽譜出版社
